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日高市市民参加推進会議録 

 

日時 令和４年11月1日（火） 午後２時00分～午後３時25分 

場所 日高市役所５階 501会議室 

公開・非公開 公開 

出席者 庭田文近会長、平井純子副会長、重田隆義委員、 

片野啓三郎委員、日野恭子委員、加藤久美子委員、 

荒井美穂委員、倉本信代委員 

欠席者 なし 

説明員 政策秘書課企画調整担当主幹 山下達也 

長寿いきがい課高齢者支援担当主幹 米澤和成 

財政課施設管理担当主幹 清水寿 

市政情報課情報化推進担当主幹 秋葉基樹 

事務局職員 総務部長 相磯剛啓 

総務課長 髙山知子 

総務課人権推進・市民活動担当主幹 清水学 

総務課人権推進・市民活動担当主査 西嶋宏明 

傍聴者 なし 

議題 １．令和４年度市民参加手続の実施予定・状況について 

 

会議資料 １.令和４年度第１回日高市市民参加推進会議次第 

２.日高市市民参加推進会議委員名簿 

３.令和４年度第１回日高市市民参加推進会議審議案件一覧 

４.令和４年度市民参加手続の実施予定・状況一覧表 
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 会 議 の 経 過 

 

 

 

 

議長進行 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

政策秘書課 

 

１ 開会 

２ 部長あいさつ 

  事務局自己紹介 

３ 議題 

（１） 令和４年度市民参加手続の実施予定・状況について 

①第４次日高市地域福祉計画 

＝軽微な変更のため、生活福祉課に代わり事務局が説明＝ 

－質疑無し－ 

 

②日高市健康増進計画・食育推進計画「はつらつ日高21(第5次)」 

＝軽微な変更のため、保健相談センターに代わり事務局が説明＝ 

・市民コメントのコメントを得るための方策が「イベント等市民の 

参加が多くある場所での広報」となっている。予定時期が令和５ 

年12月頃では市民まつりには間に合わないが、何のイベントを想 

定しているか。 

・何のイベントを想定しているか等の詳しい話は聞いていないが、 

今回出た意見は担当課に伝える。 

・市民コメント、アンケートの実施時期が後ろ倒しになっている理 

由を伺いたい。また、結果公表の時期は令和５年10月頃ではなく

、12月より後でないとおかしい。 

・担当課に伝え、令和５年３月の推進会議の席にて報告する。 

・アンケートの電子申請については検討中ということだが、具体的 

にどこまで進んでいるか知りたいと担当課に伝えてもらいたい。 

・承知した。 

 

③令和４年度まちづくり市民アンケート 

＝政策秘書課説明＝ 

・電子アンケートが若者に抵抗なく受け入れられるかと思いきや、 

逆に回収率が低下しており、今後はデジタル化に向かっていくと 

しても市として何か考えていかなければならないと感じている。 

・回答方法を65歳未満を電子回答、65歳以上を紙での回答と分けて 

いるが、年齢は関係ないと思うし、自由で良いのでは。 

・近隣では事例がない中、研究論文等で電子と紙の回収率が大きく

違うものとなっており、いろいろと迷うところではあったが、区 
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長寿いきがい課 
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長寿いきがい課 
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長寿いきがい課 

 

委員 

 

委員 

長寿いきがい課 

 

 

 

 

 

切らさせてもらった。 

・QRコードは一般的になったので、他でやっていないからではなく 

 率先して試してみるのがいいと思う。 

・費用はすべて郵送代か。 

・そうである。 

 

④第９期日高市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

＝長寿いきがい課説明＝ 

・アンケート委託料の単価が、他の事業と比べて高いと感じるが、 

 なぜか。 

・他の事業のアンケート内容がどんなものかを把握していないので 

単価で比較することについては答えることはできないが、当事業 

で行うアンケートは市民向けのものが２種類で、これ以外に事業 

者向けの３種類の調査を同時に行うことから、業務委託としては 

５種類の調査を同時に進行させ分析していくものとなっている。 

件数も高麗、高麗川、高萩の生活圏で、市民向けに3,000件、在

宅介護調査も含めると約4,000件のアンケート調査であり、分析

も１つで行うのではなく圏域ごとに3つ分析することとなる。 

また、事業所を対象とする調査は約100件あり、こちらも別に分

析を行うものである。 

・理解した。 

・事業所向けのアンケートは市民向けと同時期か。 

・半月ぐらいはずれるかもしれないが同時期である。 

・これまでも生活圏を3つに分けて行って来たということか。これ 

をもとにデータベースが出来上がっていると考えてよろしいか。 

・過去には２つに分けて行っていたこともあるが、少なくとも前回 

と前々回は現在と同様に３つに分けて調査している。 

・高齢者に対しては、もっと地域別（○○団地とか）にしてみると 

良いとも思うが、理解した。 

・審議会の公募委員数について聞きたい。 

・介護保険の被保険者は40歳から65歳までの1号被保険者と65歳以 

上の２号被保険者の2つに分かれており、1号、２号被保険者それ 

ぞれから1名または２名となるかは公募の状況などによっても変 

わってくる。 
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⑤日高市学校跡地活用基本計画 

＝財政課説明＝ 

・跡地というのは、建物をすべて解体して更地にした状態なのか、 

それとも建物が有る状態を言っているのか。 

・後者である。 

・ワークショップで挙がった意見は重視してもらいたい。 

 例えば、高齢者の施設にしたり、オフィスにしたりといろいろと 

活用できると思うが、アンケート、市民会議以外にアイデア募集 

 は行わないのか。 

・アイデア募集は行わないが、ぜひ、そうしたアイデアを持ってい

る方はワークショップに参加していただきたい。 

・国の補助が入っているものを目的外使用すると、補助金の返還等 

の問題も出てくると思うが、民間のアイデアを入れるとしても、 

その点を考慮していかないといけないと考える。 

・一定の期間に満たないものは返還が必要となるが、対象のほとん 

どはその期間を経過している。詳細すべてを調べ尽くしてはいな 

いので、場合によっては補助金の返還を要する可能性もあるが、 

 そうしたことも考慮しつつ、活用の可能性を見出していきたい。 

・アンケート対象が18歳以上となっているが、18歳未満の卒業生に 

も愛着があると思う。 

・初めての試み（跡地活用のアンケート）として、今回は成人年齢 

である18歳以上で進めさせていただいている。 

・とても興味深い事業であり、本当に慎重に進めていくべきだと思 

う。市民の意見を反映させることもとても重要だが、一方で運営 

が持続するための方策も考えるべきだと思う。例えば、再生計画 

における民間アイデアのコンペティションを実施・審査し、最終 

的には、民間に運営を委託する考えはあるか。 

・来年度の事業では、民間事業者からの提案があれば、それを受け 

た形で、ワークショップで話し合っていきたいと考えており、そ 

れに基づいて計画の方向性が決まったところで、活用に向かって 

進めていきたいと考えている。 

・行政の予算でやるのか、民間の予算であるのかは、決まってない 

ということか。 

・そのとおりであり、どちらもあり得る。 

・学区の意見が反映できるようにしてもらえたら、と思う。 
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事務局 

⑥日高市DX推進基本方針ついて 

＝市政情報課説明＝ 

・広域で連携してやっていくことも必要と考える。 

・日高市も参加している県の専門部会やダイアプランのワーキング

グループにおいて、デジタルの共同利用などについても検討して

いるため、いただいた意見も参考に進めていきたい。 

・国からの補助は出るか。 

・方針を作るという今回の事業には出ない。 

 

４ その他 

（１）市民参加ガイドラインに関する報告（事務局より） 

①９月議会の一般質問において「今後検討していく」と回答した 

旨を報告。 

②他市のものを参考にしながら、改めて次回推進会議（３月）で 

今後の進め方について共通認識を図っていきたいと考える。 

（２）事務連絡（事務局より） 

① 議事録を作成後郵送するので確認をお願いしたい。 

② 次回の会議は、令和５年３月に今年度の実績及び来年度の 

予定を議題として開催する。併せて、ガイドラインについ 

ても検討を進める。 

 

５ 閉会 

  


